
トヨタ「ロボット40万台」構想の深掘り分析――工場
自動化、雇用、コスト、サプライチェーンへの波及

エグゼクティブサマリー

2026年9月に報じられた「トヨタ、ロボット40万台を工場に　28年から従業員と協働」という見出しは、方
向性としては正しいものの、「トヨタ本体が2028年から40万台のヒューマノイドを新規購入する」計画では
ない。ここが最重要の事実確認である。複数の報道を照合すると、約40万台とはトヨタ、トヨタグループ、
主要サプライヤーを含む生産網で自動化を進める際に必要とされるロボットの規模であり、既存機の更新と
新規導入の双方、ヒューマノイド型と非ヒューマノイド型の双方を含む。ロイターは明確に、この40万台に
既存機の置き換えが含まれると報じている。したがって「40万台＝40万台の純増＝40万人の代替」という読
み方は成立しない。

現時点で最も具体的な内訳は、トヨタ／トヨタグループが約15万台、主要サプライヤーが約25万台である。
2028年以降、世界約60工場の更新とロボティクス・自動化に年間約1兆円を投じる可能性が示されている。た
だし、この1兆円はロボット購入費だけではなく、工場更新、物流自動化、設備、統合ソフトウェアなどを包
含する数字であり、ロイターによれば、投資が何年間続くのか、毎年必ず1兆円を実行するのかも確定してい
ない。

技術的な核心は、従来の「同じ軌道を高速反復する固定自動化」から、人が教えた動作を学習し、環境変化
に適応するフィジカルAIへ自動化の範囲を広げようとしている点にある。報道されたデモ機「ELEY
（Embodied Learning Robot for Enhanced Yield、エリー）」は車輪移動型で、人の作業から行動を学習す
るLarge Behavior Models（LBM）を使う。デモでは衣類を畳む動作が示されたが、これは能力実証であっ
て、現時点で量産車組立工程に同じタスクで配備されることを意味しない。Toyota Research Institute
（TRI）もLBMを、ロボットのセンサーデータを入力として行動を生成する「embodied AI」の中核技術とし
て研究している。

雇用への最大の影響は「人数」より「仕事の中身」に先に現れる可能性が高い。 搬送、単純な部品供給、反
復作業、危険作業、検査の一部などは自動化圧力が高まり、その一方でロボット保全、システム統合、AIモ
デル運用、設備データ分析、安全評価、OTサイバーセキュリティなどの需要が増えると考えられる。日本に
ついての長期実証研究では、過去の産業用ロボット導入が必ずしも雇用純減につながらず、コスト低下と生
産規模拡大を通じて雇用を増やしたとの結果もあるため、「ロボット1台＝1人失職」という単純換算は実証
研究とも整合しない。

規模感は非常に大きい。IFRによると、日本全体で2024年に稼働していた産業用ロボットは約45万500台、新
規導入は4万4500台だった。トヨタ構想の40万台は定義も地域も異なるので直接比較はできないものの、日
本全体の現行産業用ロボットストックに近い桁である。JARAによる2025年の日本のロボット総生産台数も20
万7004台であり、40万台はその約1.9年分に相当する。複数年展開とはいえ、ロボット、減速機、サーボ、セ
ンサー、安全機器、システムインテグレーション、ソフトウェアに大きな需要を生み得る。

一方、競争は既に始まっている。HyundaiはBoston DynamicsのAtlasを米ジョージア工場に2028年から導入
する計画を示し、BMWはFigure AIのヒューマノイドを実工場で稼働させ、Figure 02が10か月間に3万台超の
BMW X3生産を支援したと公表している。Mercedes-BenzもApptronikのApolloを部品搬送・初期品質検査な
どで試験している。トヨタの特徴は、単一ヒューマノイド機種への賭けというより、既存産業ロボット、物
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流、自律型ロボット、ELEYのような学習ロボットを共通AI／生産システム上で統合しようとする規模の大き
さにある。

本稿の総合評価は、成功時のインパクトは極めて大きいが、「40万台」という台数そのものより、既存設備
をAI化・ネットワーク化してどこまで柔軟な自動化を実現できるかが勝負、というものだ。最大のリスクは
ハードウェア不足ではなく、①AIの信頼性、②既存設備との統合、③安全保証、④サプライヤー側の投資余
力、⑤人材転換、⑥投資額に見合う稼働率・品質改善を実現できるか、の六点である。

事実確認と導入計画

まず、報道で混同されやすい「確定していること」と「まだ公表されていないこと」を分ける必要がある。

キー属性 現時点で確認できる内容 確度・注意点

約40万台

トヨタ、グループ会社、主要サプライヤーを含
む自動化対象のロボット規模。既存機更新＋新
規導入、ヒューマノイド＋非ヒューマノイドを
含む。

高。「40万台すべて新規」
「40万台すべて人型」は誤読

台数内訳
トヨタ＋トヨタグループ約15万台、サプライ
ヤー約25万台。

中～高。工程・地域・機種別
内訳は未公表

2028年
2028年以降に工場・ロボット更新投資を本格化
するとの説明。

高。全40万台を2028年に一斉
投入する意味ではない

投資額
年間約1兆円との試算。工場更新、自動化、ロボ
ティクス等を含む。

高。ロボット購入費だけでは
ない。継続年数も未確定

対象拠点 世界約60工場の更新が報じられている。
中～高。個別工場への配分は
未公表

工程
産業用ロボット、物流自動化、将来的な人・ロ
ボット協働までを対象。

高。溶接、塗装、組立など個
別工程別台数は未公表

ELEY
Toyotaのロボティクス研究に位置付けられる学
習型ロボット。LBMを用いた行動学習のデモが
報じられた。

中～高。量産配備数は未公表

協働ロボット台
数

未公表 40万台のうちの比率は不明

ヒューマノイド
台数

未公表
40万台＝ヒューマノイドでは
ない

AMR／AGV台数 未公表
自動物流は対象だが分類別台
数なし

ベンダー 未公表
特定のFANUC、安川、ABB等
を40万台計画の受注企業とみ
なす根拠は現時点ではない

ELEYの重量・可
搬重量・速度・
電池・自由度

未公表
SNS由来のスペック値は本稿で
は採用しない
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キー属性 現時点で確認できる内容 確度・注意点

研修人数・再配
置人数

未公表 具体的な人員計画なし

雇用削減目標 確認できず
「40万台だから40万人削減」
は根拠なし

ROI・生産性改善
率

未公表 以下では感度分析として扱う

40万台の報道ベース内訳は次のようになる。トヨタ／グループが37.5%、主要サプライヤーが62.5%であり、
実はサプライヤー側の対象台数の方が大きい。これは、この計画が「トヨタ工場だけの設備投資」というよ
り、サプライチェーンを含む生産システム改革であることを示唆する。

一次情報の確認について重要な留保がある。 本調査では、トヨタ公式サイトのロボティクス研究資料、
Toyota Research Instituteの研究情報、業界団体資料を確認した一方、2026年9月19日時点で、40万台・年1
兆円・2028年開始を一つの正式計画として整理したトヨタ本体の公開プレスリリース、通常の決算説明資
料、公開された記者会見全文は確認できなかった。したがって、この三つの数字については、Toyota Motor
Europeでの投資家向け説明を取材したCar Watchおよびロイターによる独立報道を主要根拠としている。ロ
イター自身も「投資が確実に実行されるのか、何年間続くのかは明示されていない」としているため、現段
階では「確定発注計画」ではなく、経営側が示した自動化投資の規模感・方向性として扱うのが厳密であ
る。

トヨタ公式のロボティクス研究を見ると、今回の方向性自体には長い技術的連続性がある。トヨタは以前か
ら、人と同じ空間で働くロボットについて、単に位置を制御するだけでなく、接触時の力制御、低慣性、
バックドライバビリティ、人からの学習などを研究している。ハードウェアとソフトウェアを近接して開発
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し、試作を高速に回すことも公式に説明している。つまり、2026年のフィジカルAI構想は突然のヒューマノ
イド参入ではなく、既存の「人に優しいロボット」研究を工場規模に拡張する流れと理解する方が妥当であ
る。

報道から読み取れる時系列は以下の通りである。

なお「2028年から従業員と協働」という見出しも、2028年に40万台のELEYが人の横に並ぶという意味に読
むべきではない。ロイターが示す対象は固定産業ロボット、物流自動化、将来の人・ロボット協働まで広
く、2028年は投資加速の起点とみる方が資料間の整合性が高い。

技術・生産性・コスト

今回の構想の技術的重要性は、「ロボットの数」よりロボットのプログラミング方法を変えようとしている
ことにある。

従来の自動車工場の産業用ロボットは、溶接、塗装、搬送など、環境を十分に固定できる工程で極めて高い
性能を発揮してきた。しかし、人の手作業として残ってきた工程には、部品姿勢の微妙な変化、柔軟物、接
触、段取り替え、予期しない例外などが多い。トヨタは以前から、人との接触を前提にした力制御・学習制
御を研究しており、2026年のLBM構想では、こうした「従来の固定プログラムでは割に合わなかった作業」
を学習型ロボットの対象に広げることが狙いと考えられる。これは本稿による推論だが、トヨタの過去の研
究内容とELEYのデモは同じ方向を指している。

Car Watchが報じたELEYのデモでは、人が教えた行動をLBMで学び、その後ロボットが自律的に衣類を畳ん
だ。重要なのは衣類そのものではなく、「ティーチングをコード記述から人の実演へ近づける」可能性にあ
る。これが工場で成立すれば、車種切り替えや工程変更のたびに膨大な個別プログラムを書き換える必要が
減り、多品種少量・混流生産の自動化範囲を拡大できる可能性がある。

一方で、生成AI型ロボットには従来機と異なる品質保証問題が生まれる。固定プログラムは挙動空間を比較
的限定しやすいのに対し、学習型モデルでは入力分布の変化、モデル更新、未学習状態などを含めて保証す
る必要がある。このため実際の工場導入では、「平均的にうまく動くか」ではなく、異常時に安全状態へ遷
移する設計、行動範囲の制約、独立した安全PLCやセンサー、モデル更新後の再認証といったAI系と安全系の
分離が重要になる。これは特に人と同じ領域で動くロボットほど重大になる。厚生労働省も、人との協働作
業について、リスクアセスメントによって危険のおそれがないと評価できることを重要な条件としている。
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コスト面では「年1兆円」の誤解に注意が必要である。ロイターが報じる1兆円は、トヨタ、グループ企業、
主要サプライヤーの工場近代化・自動化を含むプログラムの試算であり、40万台で単純に割って「1台250万
円」と計算してはいけない。工場建屋、電源、ネットワーク、物流設備、安全柵／安全センサー、制御装
置、ソフトウェア、システム統合、試運転などが含まれ得るうえ、投資期間も未公表だからである。

規模を業界統計と比べると異例さが分かる。日本ロボット工業会によれば、2025年の国内ロボット産業は生
産20万7004台、生産額9453億円、総出荷21万1139台だった。2026年の生産額は1兆500億円が見込まれてい
る。つまり、トヨタの「年1兆円」プログラムは、日本のロボット産業全体の年間生産額と同じ桁である。た
だし、前者には工場更新費などが含まれ、後者はJARAのマニピュレータ／ロボット統計でサービスロボット
を除くため、両者を同一市場として足し合わせることはできない。

条件付き投資シナリオを置くと以下になる。これはトヨタの予測ではなく、「年間1兆円が続く」と仮定した
感度分析である。

シナ
リオ

仮の展開
期間

平均処理
台数

年1兆円が続いた場合
の累計投資

経営上必要になる状態

楽観 5年
約8万台/

年
約5兆円

AI学習の横展開が速く、標準化が進み、
早期に高稼働率へ

中立 8年
約5万台/

年
約8兆円

工場・工程ごとの段階導入、既存設備更
新周期と同期

悲観 12年
約3.3万

台/年
約12兆円

統合遅延、安全検証、サプライヤー投資
制約で展開が長期化

この「5兆～12兆円」は公式投資計画ではない。ロイターが投資継続期間は示されていないと報じているた
め、期間の違いが経済性をどれだけ左右するかを示す条件計算である。

ROIについても、現時点では公式の生産性改善率、年間節減額、保守費、耐用年数がないので、正確な算出は
不可能である。代わりに、投資判断の「必要利益」を逆算できる。単年度の1兆円投資を単純な回収期間で評
価すると、5年回収なら年2000億円、8年回収なら年1250億円、10年回収なら年1000億円の純経済効果が必
要になる。実際には減価償却、税、資本コスト、時間価値、投資時期を入れたDCF評価が必要だが、この逆
算だけでもハードルが高いことが分かる。

生産性については、以下を「予測」ではなく経営上のストレステストとして置くのが適切である。

影響項目 楽観ケース 中立ケース 悲観ケース
現時点の公
式値

対象工程の労働生
産性

+10～20% +5～10% 0～5% 未公表

工場全体の生産性 +8～15% +3～8% 0～3% 未公表

品質
不良・手直しを大幅

低減
特定工程で改善

立上げ不良で一時悪
化も

未公表

稼働率
学習横展開により高

水準
従来設備並みを

目標
AI・統合障害で低下 未公表

回収期間の評価目
線

3～5年 6～8年 10年超／回収困難 未公表

8

15

8

5

https://www.reuters.com/business/autos-transportation/toyota-estimates-factory-automation-could-cost-64-billion-per-year-2028-2026-09-18/?utm_source=chatgpt.com
https://www.jara.jp/data/press/2026/260601.html
https://www.reuters.com/business/autos-transportation/toyota-estimates-factory-automation-could-cost-64-billion-per-year-2028-2026-09-18/?utm_source=chatgpt.com


したがって、今後トヨタが開示すべき本当に重要なKPIは「ロボット台数」ではなく、OEE（総合設備効
率）、停止時間、1台当たり統合工数、段取り替え時間、First Pass Yield、保全費、教育時間、人時生産性
である。40万台を置けても、停止・再学習・保全に人を大量投入するなら経済価値は大きく低下する。

労働・安全・倫理

雇用について、現時点でトヨタから具体的な人員削減目標は確認できない。しかも40万台には既存ロボット
の置き換えが含まれるため、40万を雇用削減数に対応させるのは不適切である。

より妥当なのは、「何人減るか」ではなく、何時間分のタスクが自動化され、何割が別業務へ再配置される
かを考えることである。本稿では不確実性の大きさを示すため、純増ロボット比率と1台当たり代替労働量に
ついて仮定を置いたストレステストを行った。

雇用シ
ナリオ

純増ロボット
比率の仮定

純増
台数

1台当たり年間
FTE代替の仮定

粗い「タスク
代替量」

再配置・成長効果を仮
定した純雇用影響

楽観 10% 4万台 0.15 FTE 約6000 FTE 0～約3000人純増

中立 25%
10万

台
0.25 FTE 約2.5万 FTE 約2500～1万人純減

悲観 40%
16万

台
0.40 FTE 約6.4万 FTE 約3.2万～5.1万人純減

これはトヨタの人員計画でも、外部機関の予測でもない。対象はトヨタ、グループ、主要サプライヤーを合
わせた長期的な感度分析であり、特にFTE値は「消える職」ではなく「機械化可能な作業時間」に近い。実際
の雇用は、自然減、採用抑制、配置転換、生産量増加、新職種創出、外注内製化などで大きく変わる。

日本の過去データは、雇用影響が単純な代替ではないことを示している。Adachi、Kawaguchi、Saitoによる
1978～2017年の日本の分析では、ロボット価格低下による導入増が、生産性向上と生産規模拡大を通じて雇
用を増やしたという結果が得られ、その研究は2024年に Journal of Labor Economics に掲載された。した
がってトヨタでも、ロボットが需要・生産量・競争力を押し上げれば、直接代替された作業時間の一部また
は全部が別の雇用で相殺され得る。もちろん、過去の固定産業ロボットから生成AI型ロボットへの転換では
効果が同じになる保証はない。

業務内容の変化はかなり明確に予想できる。反復搬送、部品供給、単純検査、危険・高負荷作業の比重が下
がる一方、ロボットの段取り、保守、例外処理、データ作成、安全検証、AIモデル評価、工程改善の比重が
上がる。Toyota自身の研究でも、人間がロボットに仕事を教えることや、ハードウェアとソフトウェアを一
体で改良することが重視されているため、現場技能者の役割が「自分で作業する」から「作業をロボットに
教え、改善する」方向へ変わる可能性が高い。

そのため必要な再教育は、単なるプログラミング研修だけでは不十分である。技能工には「ティーチング／
デモンストレーション」「異常診断」「安全リスク評価」、保全職にはセンサー・ネットワーク・AIログ解
析、生産技術職にはシミュレーション、データ分析、ロボット統合、管理者にはAIリスクと人員再配置の能力
が必要になると考えられる。40万台計画に特化した公式の研修人数・研修予算・資格制度は現時点で未公表
である。

労働組合・従業員の反応についても、この40万台構想に対するトヨタ労組の具体的な公式見解は、本調査で
確認できた公開情報の範囲では見つからなかった。したがって「従業員が歓迎／反対している」と断定する
ことはできない。今後の焦点は、人員削減数そのものより、配置転換の条件、研修時間を勤務時間として保
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障するか、AIによる作業評価を人事評価に使うか、事故時の責任を誰が負うか、といった労使ルールになる
だろう。

安全面では日本には既に協働ロボットの枠組みがある。厚生労働省は、労働安全衛生規則第150条の4との関
係について、産業用ロボットと人が同じ空間で作業する場合でも、リスクアセスメントによって危険のおそれ
がないと評価できる場合には協働作業を可能とする考え方を示している。文書では、ロボットの力・運動エ
ネルギー、挟まれの可能性、形状や作業状況などを評価要素としている。

フィジカルAIでは安全論をさらに拡張する必要がある。安全性を学習モデル自身だけに依存せず、速度・
力・立入領域・停止を独立系統で制約すること、モデル更新のたびに回帰試験を行うこと、通信断・クラウ
ド障害・センサー故障時には安全側へ倒すことが不可欠である。特にELEYのようなロボットが人と同じ空間
に入り、学習に映像・動作ログを使う場合、安全だけでなく従業員データの目的外利用、監視、パフォーマ
ンス査定への転用も労務・倫理上の論点になる。

因果関係を整理すると、次のようになる。

サプライチェーン・社会経済

40万台構想で最も過小評価されやすいのは、25万台がサプライヤー側とされていることである。報道ベース
では全体の62.5%に当たり、トヨタ本体・グループより大きい。したがって波及効果も、完成車工場よりTier
1、Tier 2以下の部品製造現場で大きく出る可能性がある。

需要が増える分野は、ロボット本体だけではない。モーター、減速機、エンコーダー、力覚・視覚セン
サー、安全機器、制御装置、産業ネットワーク、エッジ計算機、充電設備、システムインテグレーション、デ
ジタルツイン、AI学習基盤、保守サービスまで広範囲に及ぶと考えられる。ただし、個別企業がトヨタ40万
台計画の正式ベンダーであるとの情報は現時点で公表されていないため、特定メーカーを「受注確定企業」
と位置付けるべきではない。

日本ロボット工業会の2025年統計では、ロボット生産は20万7004台、総出荷は21万1139台だった。国内出
荷は3万7816台にとどまり、自動車製造業向けは9511台で前年比26.4%減だった。一方、2026年にはAI投資
や世界的な自動化要求から、受注額1兆2200億円、生産額1兆500億円への増加が見込まれている。したがっ
てトヨタ構想が実需に移れば、足元で弱かった国内自動車向けロボット需要を押し上げる可能性がある。

40万台を単純に8年間で処理すると年約5万台となる。これは2025年の日本国内向けロボット総出荷3万7816
台を上回り、同年の日本の全ロボット生産20万7004台の約24%に相当する。ただし、トヨタの40万台は世界
展開であり、既存機更新や物流・ヒューマノイド等を含み、JARA統計はサービスロボットを除くため、市場
規模を直接比較するのではなく「供給網に与え得る桁の大きさ」を見る指標とすべきである。
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人手不足・設備老朽化 工場更新・ロボット投資

固定自動化の拡大

LBM・フィジカルAI

非定型作業の自動化

直接作業時間の減少 配置転換・採用抑制

保全・AI・統合職の増加

生産性・品質向上 生産量・競争力拡大 雇用創出効果

安全・データ・サイバーリ
スク 規制・労使ガバナンス強化
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世界全体と比べても小さくない。IFRによる2024年の世界の産業用ロボット新規導入は54万2000台、日本は4
万4500台、稼働ストックは45万500台だった。40万台を8年で更新すると年5万台となり、2024年世界年間導
入の約9%に相当する計算になる。もちろんカテゴリーが異なるため、そのまま世界市場シェアを意味しない
が、実行段階で特定部材やSI能力が逼迫する可能性は無視できない。

一方、これは日本のロボット産業にとって単純な追い風とも限らない。IFRによれば、中国は2024年だけで29
万5000台の産業用ロボットを導入し、国内メーカーの中国市場シェアは57%に上昇した。日本は依然世界第2
位のロボット市場だが、フィジカルAIでは中国や米国企業との競争が強まっている。Toyotaが大量導入を通
じて国内サプライヤー、AIソフト、センサー、SI能力を鍛えられるなら、日本の製造技術の「実証市場」とな
る可能性がある一方、海外プラットフォームへの依存が強まれば、付加価値の一部が国外へ流れる可能性も
ある。

日本企業全体でもAIロボット導入への関心は高まりつつある。2026年5月のReuters/Nikkei Research調査で
は、日本企業の4%がAIロボットを既に利用、5%が導入予定、25%が検討中で、輸送用機器メーカーでは利
用・計画・検討を合わせた割合が80%だった。用途を挙げた企業の71%が製造を選んでいる。Toyotaの計画
は孤立した動きではなく、自動車産業全体の先行指標として見るべきである。

地域経済への影響も二面性を持つ。愛知県を中心とする自動車集積地域では、単純組立・搬送の求人需要が
縮小する可能性がある一方、ロボット保全、生産技術、ソフトウェア、AI、電気制御の需要が増えれば、高技
能職への構造転換が進む。問題は、同じ人がそのまま新職種へ移れるとは限らないことである。再教育を企
業任せにすると、大企業と中小サプライヤーの間で技能格差が広がる可能性がある。

さらに25万台をサプライヤー側で更新するなら、資本負担も重要になる。大手Tier 1は対応できても、小規模
企業ではロボット本体より、システム統合、安全対策、データ基盤、保守人材の固定費が重い。結果とし
て、①共同利用型SI、②設備リース、③Robot-as-a-Service、④トヨタ側からの技術・金融支援、⑤政府の省
力化投資支援が重要になる可能性が高い。

競合・業界動向

トヨタの発表を「突然の40万台ロボット革命」と見るより、世界の自動車メーカーが2025～2030年をフィジ
カルAIの量産実証期とみなし始めた流れの中に置く方が理解しやすい。

企業 現在のアプローチ
導入・実証時
期

特徴

Toyota
産業ロボット、物流、ELEY／
LBM、人協働を包括する工場
自動化

2028年以降投
資加速

40万台規模。ただし更新機を含
み、ヒューマノイド限定ではない。

Hyundai Boston Dynamics Atlas
2028年から米
ジョージア工
場

当初は部品シーケンシング、2030
年に組立・重量物へ拡大する計画。

BMW Figure AI Figure 02/03
2025～26年実
証・展開

Figure 02が10か月間に3万台超のX3
生産を支援。ドイツにもPhysical AI
展開。

Mercedes-
Benz

Apptronik Apollo 2025年～
部品搬送、イントラロジスティク
ス、初期品質検査。Apptronikにも
出資。
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Hyundaiは「ヒューマノイド機体メーカーをグループ内に持つ」という垂直統合が特徴である。Boston
DynamicsのAtlasを2028年から米国工場へ導入し、部品シーケンシングから始め、2030年頃に部品組立や重
量物作業へ広げる計画が報じられている。ロボット生産能力3万台規模を2028年までに目指すとの計画もあ
り、ハードウェア量産能力そのものを戦略資産としている。

BMWはより段階的で、特定作業にヒューマノイドを入れて実際の生産貢献を測る路線である。同社によれ
ば、米Spartanburg工場でFigure 02が平日10時間シフトで稼働し、10か月間に3万台を超えるBMW X3の生産
を支援した。2026年にはFigure 03の実証やドイツ工場への展開、Physical AIのソフトウェアスタック開発も
進めている。これは「人型ロボットがデモだけでなく限定工程では実生産へ入り始めた」ことを示す重要な
競合事例である。

Mercedes-BenzはApolloをイントラロジスティクスから導入し、部品・モジュールを生産ラインへ運ぶこと
や、部品の初期品質検査を想定している。同社はApptronikに数千万ユーロ規模の投資も行い、今後ヒューマ
ノイドを広範に利用する方針を示している。

これらと比較すると、Toyotaは機体勝負より「工場OS／生産システム勝負」に近い。ELEYだけで40万台を
埋めるのではなく、既存の固定ロボット、物流設備、新世代の学習ロボットをLBMや工場制御基盤でつな
ぎ、トヨタ方式の生産網全体を自動化する構想とみるのが合理的である。これはCar Watchが「Factory
Automation 3.0」として報じた方向性とも一致する。

この戦略には大きな利点がある。人型ロボットの性能向上を待たず、成熟した産業用ロボットと物流自動化
から投資回収を始められるからだ。一方、弱点は統合複雑性である。世代の違う数十万台の設備、複数ベン
ダー、世界の工場、サプライヤーを共通データ・AI基盤へつなぐ作業は、単一ロボットを作ること以上に難
しい可能性がある。

リスク、代替シナリオと推奨事項

この構想の成否を左右するリスクを、発生可能性と影響度で評価すると以下のようになる。

リスク
発生可能
性

影響 主な理由

AIが非定型作業で十分な信頼性に達
しない

中～高 高 デモ成功と24時間量産稼働は別問題

既存設備との統合が想定以上に難航 高 高
40万台は新設だけでなく既存機更新を含
む。

人・ロボット協働の安全検証がボト
ルネック化

中 高 国内でもリスクアセスメントが前提。

サプライヤーの投資負担 高 高
対象40万台中25万台がサプライヤー側と
の報道。

ロボット・部品・SI人材の供給制約 中
中～
高

年数万台規模なら既存市場と比較して大
きい。

雇用・労組との摩擦 中
中～
高

タスク置換と技能転換が同時進行

サイバー攻撃／OT停止 中 高
多数設備のネットワーク化で停止影響が
拡大
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リスク
発生可能
性

影響 主な理由

技術陳腐化 高 中
AI・ロボット世代交代が設備耐用年数よ
り速い可能性

景気・自動車需要悪化 中 高 1兆円/年規模では資本効率への圧力大

「台数目標」が目的化 中 高
稼働率・品質・ROIを伴わなければ価値を
生まない

将来は大きく三つの経路が考えられる。

プラットフォーム優位シナリオでは、最も有望なのは新型人型ロボットの大量生産ではなく、既存の産業ロ
ボットにAI、視覚、学習機能を追加することである。この場合、40万台の多くは既存設備更新になり、資本
効率は高く、雇用ショックも比較的小さい。

ハイブリッド自動化シナリオは本稿の中立ケースである。固定ロボットは高速反復工程、物流ロボットは搬
送、ELEY型は人間向けに設計された非定型工程を担当する。人とロボットの役割分担が残り、技能職は「作
業者」から「監督・改善・教育者」へ移る。

ヒューマノイド加速シナリオでは、2028年前後までにELEYや競合機の信頼性とコストが急速に改善し、人間
向けの既存設備を変更せずにロボットを投入できる。この場合は新規ロボット比率が高まり、労働代替効果
も最も大きい。しかし、現時点では40万台中のヒューマノイド比率自体が未公表であり、このシナリオを基
本ケースにする根拠はない。

トヨタ・グループ企業への推奨は、台数ではなく「工程価値」を管理単位にすることである。40万台をKPIに
すると過剰自動化を招きやすい。各導入案件を、①安全、②OEE、③人時削減、④品質、⑤段取り変更時
間、⑥保守工数、⑦投資回収期間でゲート審査し、一定基準を超えた工程だけ横展開すべきだ。また、15万
／25万台の内訳だけでなく、「既存更新対純増」「固定型対移動型対協働型」「工場・地域別」「人員再配
置数」を継続開示すれば、投資家・従業員双方の不確実性が大幅に下がる。年間1兆円という数字だけでは投
資効率を評価できない。

また、AI制御と安全制御を明確に分離し、学習モデルが誤った行動を選んでも物理的危険へ至らない「安全
包絡線」をハードウェア／独立制御で持たせるべきである。モデル更新後の自動回帰試験、ログ保存、事故
時の再現性、緊急停止、通信断時挙動まで含む安全ケースを標準化する必要がある。国内の協働ロボット運
用がリスクアセスメントを前提としている以上、生成AIモデルの性能評価だけで安全認証を代替すべきではな
い。

サプライヤー政策では25万台側を重視すべきである。Toyotaが標準API、安全仕様、データ形式、学習手順、
シミュレーション環境を共通化し、中小企業が一社ごとにSIをゼロから行わなくても導入できる仕組みを作る
ことが重要になる。設備リースや成果連動型料金も組み合わせれば、資金力の違いによって自動化格差が広
がるのを抑えられる。25万台という規模からみて、サプライヤー側の実行能力が全体計画の律速段階になる
可能性は高い。

政策立案者への推奨は、ロボット購入補助から「統合・人材・安全」支援へ重点を移すことである。日本は
既に世界第2位の産業用ロボット市場で、45万台超のストックを持つため、次のボトルネックはロボット本体
の存在ではなく、AI統合、安全評価、SI人材、OTセキュリティ、人材転換になる可能性が高い。中小製造業
向け共同SI拠点、職業訓練、ロボット安全評価施設、フィジカルAI向け実証サンドボックスなどの方が、単純
な購入補助より波及効果が大きいと考えられる。
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労働者・労組への推奨は、ロボット導入そのものへの賛否ではなく、技術転換から得られる生産性利益をど
う配分するかを交渉対象にすることである。具体的には、研修を会社負担・勤務時間内で行う権利、配置転
換前の訓練、AI評価の透明性、人間による異議申立て、安全設計への現場参加、技能向上に連動した賃金制
度を制度化することが重要になる。日本の長期研究が示すようにロボット導入と雇用増は両立し得るが、そ
の利益が個々の労働者へ自動的に行き渡るわけではない。

最終的に、このニュースを読む際に最も重要なのは、「40万台」という数字をロボットの販売台数として見
るのではなく、トヨタの生産システム全体をフィジカルAI時代へ移行させるための設備更新母数として見る
ことである。40万台のうち何台がELEY型になるかはまだ分からない。何台が純増かも分からない。1兆円投
資が何年続くかも分からない。具体的工場、ベンダー、技術仕様、雇用削減数、ROIも未公表である。確かな
のは、トヨタが従来型の固定自動化だけでなく、物流、学習型ロボット、人との協働まで含む生産改革を
2028年以降の重要投資テーマとして位置付けていること、そしてその対象範囲が完成車メーカー単体ではな
くサプライチェーン全体に及ぶという点である。

その意味で本計画の真の成否指標は「40万台を入れたか」ではない。40万台規模の異種設備を、どれだけ安
全に、止めずに、少ない再プログラミングで、人の技能を活かしながら運用できるかである。そこまで実現
できれば、これは単なる省人化ではなく、トヨタ生産方式そのものをフィジカルAI時代へ作り替えるプロ
ジェクトになり得る。一方、そこに至らなければ、巨額の設備更新計画にとどまる。現時点では、その二つ
の可能性の間にあると評価するのが最も厳密である。

「#トヨタ自動車」のYahoo!リアルタイム検索 - X（旧Twitter）を ...
https://search.yahoo.co.jp/realtime/search?
fr=rts_mod&p=%23%E3%83%88%E3%83%A8%E3%82%BF%E8%87%AA%E5%8B%95%E8%BB%8A&rkf=1&utm_source=chatgpt.com

トヨタ、毎年1兆円を投資し工場とロボットを更新 40万台をフィジカルAIであるLarge
Behavior Models搭載ロボなどに - Car Watch
https://car.watch.impress.co.jp/docs/news/2142008.html

Robots and employment: Evidence from Japan, 1978-2017 - RIETI
https://www.rieti.go.jp/en/columns/v01_0153.html?utm_source=chatgpt.com

統計プレスリリース |（一社）日本ロボット工業会
https://www.jara.jp/data/press/2026/260601.html

Hyundai Motor Group plans to deploy humanoid robots at US factory from 2028
https://www.reuters.com/business/autos-transportation/hyundai-motor-group-plans-deploy-humanoid-robots-us-
factory-2028-2026-01-05/?utm_source=chatgpt.com

Toyota estimates factory automation could cost $6.4 billion per year from 2028
https://www.reuters.com/business/autos-transportation/toyota-estimates-factory-automation-could-cost-64-billion-per-
year-2028-2026-09-18/?utm_source=chatgpt.com

Frontier Research | Mobility | Toyota Motor Corporation ...
https://global.toyota/?utm_source=chatgpt.com

Researching "Human-Friendly Robot Arms" with the Goal of Having Robots Help with
Housework | Frontier Research | Mobility | Toyota Motor Corporation Official Global Website
https://global.toyota/en/mobility/frontier-research/38445753.html

mhlw.go.jp
https://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/dl/pamphlet_140115.pdf
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World Robotics 2025 report – INDUSTRIAL ROBOTS – released by IFR - International Federation of
Robotics
https://ifr.org/ifr-press-releases/news/global-robot-demand-in-factories-doubles-over-10-years

One in three Japan firms using or considering AI robots: Reuters poll
https://www.reuters.com/business/autos-transportation/one-three-japan-firms-using-or-considering-ai-robots-2026-05-20/?
utm_source=chatgpt.com

BMW Group to deploy humanoid robots in production in Germany for ...
https://www.press.bmwgroup.com/global/article/detail/T0455864EN/bmw-group-to-deploy-humanoid-robots-in-production-
in-germany-for-the-first-time?language=en&utm_source=chatgpt.com

AI and humanoid robots. - Mercedes-Benz Group
https://group.mercedes-benz.com/company/production/production-network/mbdfc-humanoid-robots.html?
utm_source=chatgpt.com
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